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１． 研究計画の概要 Nevanlinna 理論と数

論の間に類似関係があることがこれま
でに指摘されてきており、現在も国内外
で活発な研究がなされている。本研究で
は連続的な世界に立脚する Nevanlinna
理論の背後に離散的な原理が存在する、
という視点から Nevanlinna 理論の研究
を行う。 

 
２．研究の進捗状況 概ね良好に進捗してい

る。昨年度までの 3 年間で、本研究課題
の目標の一つであった、ゴールドべルグ
予想及びミューズ予想を一般の有理型
関数の場合に解決することができた。こ
れは有理型関数の導関数に関する値分
布理論において懸案の未解決問題であ
った。ゴールドべルグ予想は有理型関数
の極よりも 2 回微分の零点は沢山あるこ
とを主張するもので、ミューズ予想は原
始関数を持つ有理型関数は整関数と同
じ形の欠如指数関係式をみたすことを
主張する。これらの結果を証明するため
に、アールフォルスの被覆面の理論、双
曲幾何学、擬等角写像、タイヒミュラー
空間論などを総合的に用いて動標的に
対する第二主要定理を一様で、精密な誤
差評価つきで証明し、さらに本研究題目
にあるようにネバリンナ理論を離散的
な視点から考察することによって得ら
れたアイディアを活用した。論文は現在
投稿中である。また、この他の成果とし
ては、準アーベル多様体への整正則曲線
に関する第二主要定理を野口潤次郎、
J.Winkelmann 両氏と共同で研究し、論
文として発表した（論文１）。さらに代
数多様体の基本群の線形表現で像が位

数有限の可換群を含まなければ、整正則
曲線がすべて代数退化する、という成果
を得て論文発表した（論文 2）。この結果
は Campana による予想の部分的な解決
になっている。 

 
３． 現在までの達成度 ②おおむね順調に進

展している。 現在までに達成したこと
として、第二主要定理の等式評価がある。
この評価がゴールドベルグ予想及びミ
ューズ予想を証明する際に重要な役割
をはたした。しかしながら、この評価は
それ自身としても重要な意味を持つ。実
際、1920 年代に第二主要定理が不等式
として証明されて以来、それが等式にな
るのはどのような場合か、または定式化
を変えることによって、一般に等式にす
る方法があるのか、繰り返し問題にされ
てきた。ネバリンの名著「Analytic 
function」にもこの問題が提起されてい
ると同時に、定式化を変えない限りは第
二主要定理が等式にならない例が存在
することも指摘されている。今回の成果
は、定式化を自然な方法で変えることに
よって、一般に第二主要定理を等式に出
来ることを主張するものであり、これま
でに類似の結果がない、全く新しいもの
である。これは離散的な視点に基づいて
Nevanlinna 理論を考察した一つの成果
である。 

 
４．今後の研究の推進方策 今後は離散的な

視点を用いて位数有限の有理型関数を
考察して、無限素点の有限性をより精密
なレベルで理解したい。また、代数多様
体の整正則曲線に関して得られた成果
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を半径が有限の円盤に対して拡張して
いきたい。整正則曲線に関する結果はネ
バリンナ理論に基づいており、それは整
正則曲線を半径有限の円盤列として捉
えることで第二主要定理型の評価を導
くことで得られている。従って、整正則
曲線に関する結果を半径有限の円盤に
対して拡張する、という研究の方向は十
分に望みが持てるように思われる。この
研究テーマは、従来の結果の一般化とし
て興味深いだけでなく、小林擬距離の下
からの評価を与える、というより本質的
な動機を持つものである。本研究課題も
今年度が最終年であり、本年度中にこれ
らの研究を最後までやり終えることは
現実的には不可能であるが、次年度以降
も新しい研究課題として引き継いでい
きたい。 
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